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長　野　市 30 全　　　域 10
飯　山　市 6 （南信）
そ　の　他 12 岡　谷　市 20
計 48 諏訪市（郡） 36
（中信） 駒ヶ根市 5
塩　尻　市 142 茅　野　市 23
松　本　市 163 伊　那市 14
大　町　市 6 上伊那郡 10
北安曇郡 6 飯　田　市 18
南安曇郡 47 そ　の　他 7
東筑摩郡 28 計 133
木　曽　郡 28






























S．52 S．53 S．54 S．55 S．56 計
1月 9 4 8 3 5 29
2月 10 3 11 4 7 35
3月 22 5 11 14 25 77
4月 12 3 10 15 8 48
5月 14 8 15 11 16 64
6月 4 5 7 9 27 52
7月 1 3 11 14 22 51
8月 5 10 12 6 14 47
9月 3 16 32 7 22 80
10月 9 14 20 9 18 70
11月 10 6 5 3 14 38
12月 9 6 5 8 4 32





























































上顎前突 下顎前突 両顎前突 前歯叢生
犬歯低位
O側転位















































































































上顎前突 下顎前突 両顎前突 前歯叢生
犬歯低位
O側転位
開　咬 交叉咬合 過蓋咬合 空隙歯列 唇顎ロ蓋裂 その他 計
～5 2 1 4 　　7
i3．3）
6～8 3 31 11 4 2 1 2 6 1 　61
i29．0）
9～11 17 25 4 13 2 6 　67
i32．0）
12～14 6 12 4 2 2 1 2 1 　30
i14．3）






























上顎前突 下顎前突 両顎前突 前歯叢生
犬歯低位
O側転位
開　咬 交叉咬合 過蓋咬合 空隙歯列 唇顎口蓋裂 その他 計
～5 6 2 　　8
i1．9）
6～8 6 65 1 22 1 9 2 1 4 8 　119
i28．8）
9～11 31 40 3 35 8 4 2 1 2 4 12 　142
i34．4）
12～14 16 23 2 15 6 4 2 1 1 8 　78
i18．9）
15～ 9 15 20 2 4 4 2 2 1 7 　66
i16．0）
計 　62
i15．0）
149
i36．0）
　6
i1．5）
　92
i22．3）
　17
i4．1）
　21
i5．1）
　10
i2．4）
　5
i1．2）
　4
i1．0）
　12
i2．9）
　35
i8．5）
　413
i100．0）
単位：人
　　（％）
子の来院患者数が多く，また男子においては，15
歳以上の年齢で再び増加する傾向がみられた．
　男子における各年齢別の不正咬合の分布をみる
と5歳以下を除き各年齢層いずれも下顎前突が最
も多く，次いで6～8歳では前歯叢生，9～11歳
および12～14歳では上顎前突が多く，15歳以上の
年齢では再び下顎前突に続いて前歯叢生が多く
なっていた．これに対し，女子においては6～8
歳および9～11歳で，下顎前突，前歯叢生の順と
なっているが，12～14歳では下顎前突に続いて上
顎前突が，15歳以上の年齢では前歯叢生の割合が
最も多く，次いで下顎前突となっていた．
　不正咬合を年齢別にみると．上顎前突は，男女
とも小学校高学年の9～11歳で，下顎前突，開咬
などは，小学校低学年の6～8歳で来院患者数が
最も多かった．
　さらに，下顎前突は男子に，前歯叢生は男女に
おいて，ともに15歳以上の年齢で再び増加傾向を
示していた．
考 察
1．地域別分布について
　来院患者総数をみると，前回の366名に対して，
今回では623名と増加を示し，当科における矯正臨
床も徐々に地域に普及しつつあると思われる．し
かしながら，その地理的分布状態は第一報と同様
に，塩尻市を中心とした半径20km以内の区域に
おいて来院患者数が著しく多かった．また長野県
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の東信地区では，他の遠方地域よりも来院患者が
非常に少なく，やはりこれは当大学までの交通事
情が大変不便であるためと思われる．
　今回の調査からも，通院に要する時間，交通の
便が当科への来院に関して深く関与しているもの
と考えられた．
2．年度別・月別来院患者数について
　年度別の来院患者数において，前回では経年的
に増加していく傾向が認められたが，開設後6
～10年目の今回の調査では，全体として増加傾向
は認められるものの一年毎に患者数の増減がみら
れた．
　月別平均来院数は今回，9月に最も多かった．
次いで3月，10月，5月，6月の順になっており，
これは長野県における小・中学校の特徴ある休暇
と学校歯科検診の行われる時期に大きく影響され
ていると考えられる（第一報1｝参照）．
3．不正咬合の種類別・年齢別分布について
　前回同様，今回においても下顎前突が最も高率
を示していた．これは第一報i）にも述べられてい
る様に，形態的にその不正咬合の状態が判別し易
く，家族および本人における治療希望が強いため
と考えられる．
　今回は男女を問わず，前歯叢生の実患者数及び
その占める割合が著しく増加しており，前歯部に
対する審美性への欲求から，その叢生状態に対す
る認識も変化しつつあるものと推察できる．
　また男女比においては今回，ほぼ男：女二1：
2を示し，女子患者の比率の増加が認められ，他
の多くの報告2・3・5～9）に類似した傾向となっている．
　年齢別分布では，前回とほぼ同様な結果が認め
られるが，男女とも15歳以降再び増加現象がみら
れるのは，患者自身における自発的な不正咬合へ
の関心の現れであろう．
結 論
　今回，著者らは第二報として，前回の第一報に
引き続き昭和52年1月～昭和56年12月までの5年
間の当科来院患者の実態調査を行い，次の結果を
得た．
　1．本学矯正科開設以後6～10年目における来
院患者総数は623名で男子210名，女子413名，男女
比1：2を示した．
　2．今回の地域別分布においても，距離的，時
345
間的に有利な地域からの患者がより多かった．
　3．年度別来院患者数は，全体として増加傾向
を認めるものの，一年毎の推移ではその増減がみ
られた．
　4．月別平均来院患者数では，9月3月，10月，
5月，6月の順に多くみられた．
　5．不正咬合の種類別分布においては，男女と
も前歯叢生の著しい増加傾向を示した．
　6．年齢別では，学童期に属する6～11歳にお
いて来院患者総数の6割以上を占めるなど，前回
とほぼ同様な結果であった．
　7．各年齢層いずれも男子より女子の来院患者
数が多かった．また，男女とも15歳以上の年齢で
再び増加していた．
　8．上顎前突は男女とも小学校高学年の9～11
歳で，下顎前突，開咬などでは小学校低学年の6
～8歳で最も多くなっていた．
　9．下顎前突は男子に，前歯叢生は男女におい
てともに15歳以上の年齢で再び増加傾向を示して
いた．
　　　　　　　　N　稿を終わるに臨み，終始御指導を賜った出口敏雄教
授に心から感謝の意を表します．
文 献
1）前田公平，太田信夫，犬飼康元，岸本雅吉，用松
　忠信，西本雅弘（1988）松本歯科大学病院矯正科
　開設後15年間に来院した患者の実態調査，一その
　　1　昭和47年～昭和51年一．松本歯学，14：
　154－161．
2）宮原　煕，山中健次，大谷武夫，梶原忠嘉，上里
　寛明，升本　明，飯塚哲夫（1973）開設後10年間
　における矯正患者の実態調査（愛知学院大学歯学
　部附属病院）．愛院大歯誌，10：399－411．
3）伊東美紀，坂井哲夫，川本壽夫，渡辺八十夫，山
　内和夫（1980）過去12年間に広島大学歯学部付属
　病院に来院した矯正患者の統計的観察．日矯歯誌，
　39：427－435．
4）野田　勲，岸本　正，丹羽金一郎，渡辺盛生，田
　中　巽，角川安正，片山　勝，石黒　敦，松野　彰，
　　日置茂弘，水谷　匡（1981）岐阜歯科大学附属病
　院矯正科開設以来来院した患者の実態について，
　近東矯歯誌，16：12－19．
5）福原達郎，坂本博史，佐々木八郎，尾沢文貞（1959）
　東京医科歯科大学矯正科外来患者に関する各種の
　統計的観察．日矯歯誌，18：219（抄）
6）岸本　正，木下善之介，清村　寛，黒田洋生，中
　田仁成，仲川雅視，河原玲二（1964）最近8力年
346 水本他　松本歯科大学病院矯正科来院患者の実態調査　その2
　　間に大阪歯科大学附属病院矯正科を訪れてきた患
　者の統計的観察．日矯歯誌，23：134－135（抄）．
7）内田晴雄，宮崎忠明（1967）財団法人ライオン歯
　科衛生研究所附属名古屋ライオンファミリー歯科
　診療所開設後1年間における矯正患者の統計的観
　察，近東矯歯誌，2：35－36（抄）．
8）住谷幸雄，沢田　隆，古田　巌，佐藤莞爾，島田
　　桂吉，浜田充彦，木下善之介（1977）過去17年間
　　における神戸大学医学部附属病院歯科口腔外科矯
　正部を訪れた矯正患者の統計的観察．近東矯歯誌，
　12：67－70．
9）藤田邦彦，大内英明，永松ふみ子（1977）九州歯
　科大学附属病院矯正科を訪れた患者の過去20年間
　　の統計的観察．九州歯会誌，31：347－377．
ノ
